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「地域のために何かできることはないやろか？」
を合言葉に活動を続けるTeamちほめん。

たなべ未来創造塾に対する
和歌山財務事務所の支援について
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今回は、和歌山県田辺市と富山大学地域連携推進機構が共同主
催者として、平成29年８月～平成30年２月まで開催してきた
「たなべ未来創造塾＜第二期＞」に対する、和歌山財務事務所の
支援の取組みに係る活動報告です。

さて、和歌山県田辺市は、世界遺産「熊野古道」をはじめと
する多くの地域資源に恵まれた地域となっています。
その一方で、少子高齢化に伴って、空き家や空き店舗が増加し、

地域の担い手が不足するなどの地域課題も抱えています。
この「たなべ未来創造塾」は、こうした「地域資源の活用」と

「地域課題の解決」に向け、「本業を生かしてできるビジネスモ
デルの創出」や、「ローカルイノベーターの育成」を目指して、
平成28年７月から取組みを行っているもので、今年度より、和歌
山財務事務所が支援していくこととなったものです。

【たなべ未来創造塾】
・本業を生かしてできる
ビジネスモデルの創出
・ローカルイノベーター育成

課題解決【地域の課題】
・少子高齢化の進展
・空き家や空き店舗の増加
・地域の担い手が不足

和歌山財務事務所 支援



1. 支援に至った経緯
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○和歌山財務事務所では、和歌山県下の地域企業が抱える経営課題等
の解決策を探るため、これまでにも、和歌山市や新宮市等、県内の
各地域において、企業経営者や経済団体、金融機関等に参加を求め、
意見交換会を開催してきたところです。
○その意見交換会に参加していただいた金融機関から、「田辺市が行
う『たなべ未来創造塾』の取組みに、和歌山財務事務所にも支援いた
だけないだろうか』という相談を受けたのだが、一度、話を聞いても
らえないか。」というお話しをいただきました。
このことをきっかけに、和歌山財務事務所が「たなべ未来創造塾」

の取組みに、第ニ期生から支援していくことになりました。

2. 開講式の模様

○平成29年８月５日に開講式が開催されましたが、この「たなべ未来
創造塾」には、田辺市や富山大学地域連携推進機構のほか、日本政策
金融公庫が連携機関として参画しているほか、紀陽銀行、きのくに信
用金庫、第三銀行が協力機関となり、また、近畿財務局和歌山財務事
務所、田辺商工会議所、各商工会が後援機関として支援することによ
り、「産学官金」一体の支援体制が構築されています。
○また、講師として、田辺市の実情に合った市内外の専門家や実践者
による講義が行われているほか、ワークショップなどの演習や、塾生

同士のディスカッ
ションが行われ、ど
のようなことを行え
ば企業が生き残れる
のかを考えながら、
塾生自らがビジネス
プランを構築し、修
了式において、金融
機関や関係機関、市
関係者、報道機関等
の前で、プレゼン
テーションを行うも
のとなっています。

（開講式の様子）



３. セミナーの模様
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○ 平成29年9月30日に開催されたセミナーでは、和歌山財務事務所の
財務行政モニターにも就任していただいている、「田辺市熊野ツーリ
ズムビューロー」の多田会長を講師に、当塾の第一期生で、地元で旅
館を営んでいる「美吉屋旅館」の吉本氏が、「先進事例から学ぶビジ
ネスチャンス」というテーマで、それぞれの取組を説明しました。

○ 多田会長からは、「田辺市観光センターに相談に来る約1/3が外国
人観光者となっていること、また、地域に外国人観光客を呼び込むた
めには、外国人がどのように感じるかが重要であり、行政機関にも働
きかけを行いながら、外国人に分かりやすい案内標識に見直すなどの
取組みを行ってきた。」という説明がありました。また、地域の観光
に有益な情報やモノが揃う「熊野トラベル」の紹介もありました。

○ 「美吉屋旅館」の吉本氏（第一期生）からは、「飛び込みで当地を
訪れる観光客も多いことから、外国通貨での宿泊料金の支払いや、荷
物の手配、急な発熱への対応など、宿泊客（外国人観光客）の特徴に
合わせたサービスの充実を図っている。」という説明がありました。

○これらの発表に対して、富山大学の
金岡教授からは、「今回の発表のように、
周囲の環境がどう変化しているかを機敏
に感じ取り、自社の強みをどのように生
かして対応すれば生き残っていけるか考
えていくことが、第二創業（新分野進
出）にも繋がっていく。」という着眼点
が解説されました。

（田辺市観光センター） （熊野トラベル）

（富山大学 金岡教授）



4

４. 全体演習の模様

○そして、平成30年2月3日
には全体演習が開催されまし
た。これは2月17日に田辺市
長も出席して行われる成果発
表（修了式）に向けた演習と
いう位置づけで行われたもの
です。本番のプレゼンでは、
12名の塾生が、1人あたり3
分間の持ち時間で発表する必
要があるため、時間配分につ
いても本番さながらの演習を
していました。

○塾生によるプレゼンテーションの後、和歌山財務事務所から、スライド
を使い、「最近の金融機関を取り巻く環境と金融行政の取組み」について
の情報提供を行いました。

（セミナーの様子）

（情報提供のポイント）
○当地域（田辺市）においても将
来的な人口減少が見込まれている。
○このような状況の下、金融機関
も地域の企業と“共通価値の創造”
に取組むことで、「好循環」につ
なげていくことが重要。
○当局も「金融仲介機能のベンチ
マーク」などにより、金融機関の
取組みを後押しする仕組みづくり
を進めている。
○今後も地元企業と金融機関が
win-winの関係を構築し、地域経
済、ひいては日本経済の持続的な
成長につながるように取り組んで
いきたい。
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５.修了式の模様

そして、開講式から早や１年が経過し、平成30年2月17日に、修了
式が開催されました。

「たなべ未来創造塾」の塾長で
ある真砂市長から、「田辺市に
おいては、今後、第二次総合計
画の下で様々なプロジェクトが
予定されているが、ハード面の
整備と併せて、市民がこれらを
活用し、ソフト面を充実させて
いくことが重要であり、今後の
塾生の活躍を期待している。」
との話がありました。また、共
同主催者である富山大学の鈴木
副学長からは、「本日の皆さん
の素晴らしい発表を期待してい
る。」との発言がありました。

後援機関である和歌山財務
事務所の三好所長からは、
「8月5日の開講式の時とは
打って変わって今日は塾生の
皆さんの自信に満ちた様子が
伺える。この後に行われるプ
レゼンテーションを楽しみに
している。今後はプランをい
かに継続させ発展させていく
かが重要であるが、財務省・
金融庁としても、引き続き
応援していきたい。」という
発言がありました。

（真砂市長（塾長））

（三好所長）
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○その後、塾生12名のプレゼンテーションが行われました。
（※プレゼンテーションの内容については、最終頁に、塾生が仕上げた
ポスターを掲載しています。）

○全員の発表が終わった後、真砂市長から修了証書の授与があり、
それぞれがこの1年間の思いをかみしめて受け取っていました。
○そして、総括として、真砂市長から、「12名のプレゼンテーション
に12名それぞれの独自性があり、私が1年前に期待していた以上の内
容と感じた」という感想が述べ
られ、そして、「この発表が終
着点ではなく、今後、皆さんの
プランをいかにビジネスに結び
付け、利益を上げていくかとい
うことが重要であり、皆さんの
ビジネスプランを地域に根付か
せ、地域に利益を還元できるよ
うに成長させていってもらいた
い。」という、大きな期待が込
められた発言がありました。

（修了証書授与）

（座談会の様子）
（第二期生が空き店舗を再生して
開店した「焼きたてぱんD’oh!」）

（座談会における塾生の声）
・「自分の仕事をどのように地域に役立てていけるかという
ことを考える良いきっかけとなった」

・「たなべ未来創造塾に参加したことで、いろいろな人と
知り合えたことは財産」

・「塾の後押しがあったからこそ、地域に寄り添うお店
（パン屋さん）をオープンさせることができた」
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６.最後に

・富山大学地域連携推進機構（地域連携戦略室・社会貢献課）
・田辺市企画部たなべ営業室
・日本政策金融公庫田辺支店
・ＬＬＰ ＴＥＴＡＵ
・その他、ご出席の大勢の皆様

チーム 和歌山ちほめん一同
三好所長、清田総務課長、後理財課長、河野総務係長

和歌山財務事務所では、この1年間、たなべ未来創造塾の取組みを
陰ながら支援してきました。セミナーや演習に何度か参加する中で、
「財務局・財務事務所が地域において地方創生の取組みに深く関わっ
ていくためには、地域の方々と何度も顔を合わせて信頼関係を築いて
いくことが大切であり、それができてはじめて真に相手に支援を求め、
そしてアドバイスを受け入れる関係が成り立つ」ということを肌で感
じ取ることができました。
「国の知見を地域に」という依頼があって始まった支援ですが、

「財務局・財務事務所が地域の地方創生の取組みに深く関わっていく
ためには、どういう行動が必要か」ということを、この『たなべ未来
創造塾』に参加することでむしろ教えられた気がします。
今回の経験を踏まえ、今後も地域における地方創生の取組みに貢献

できるよう、更に取り組んでいきたいと考えております。

（記念撮影）

たなべ未来創造塾のスタッフの皆様、
１年間、大変お疲れさまでございました。
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